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はじめに
マメナシPyrus calleryana Dence.は，湧水のあるため
池などの周辺に生育するバラ科ナシ属の落葉小高木であ
る．花柱は2～3個，果実はほぼ球形で直径約1cmの実を
つける．本種は，日本，朝鮮半島中部，中国大陸，ベト
ナム北部に分布し，国内では愛知県・岐阜県・三重県に
分布する．分布の中心は名古屋市内やその周辺の丘陵地
である（芹沢，2003；岐阜県，マメナシ，http://www.
pref.gifu.lg.jp/kurashi/kankyo/shizenhogo/c11265/
reddatebookshokubutu1-1.data/1070.pdf．2015年10月30
日確認）．
また，東海丘陵要素と呼ばれる周伊勢湾地域の低湿
地を中心に生育する植物のひとつに定義され（植田，
1989），愛知県版レッドリストでは絶滅危惧IA類，名古
屋市版レッドリストでは絶滅危惧IB類に位置付けられ
ている（愛知県，第三次レッドリスト「レッドリストあ
いち2015」，http://www.pref.aichi.jp/kankyo/sizen-ka/
shizen/yasei/redlist/redlist_2015.pdf．2015年10月30日
確認；名古屋市，2015）．
本稿では，名古屋市守山区周辺に自生するマメナシの
うち，小幡緑地本園を除く地域で調査した結果を報告す
るものである．また，一部の木については柱頭と果実の
数も記録したので併せて報告する．
なお，2011年から2014年にかけて筆者が所属する「愛
知守山自然の会」（以下，当会とする）が守山区周辺を含
め調査しているが（愛知守山自然の会，未発表），滝の水

池池畔は未計測であった．そこで，本調査では再度，筆
者が調査を行った．

調査方法
本調査では，名古屋市守山区周辺をエリアⅠからエリ
アⅥの6エリア（図1）に分けた．
エリアⅠは下志段味長廻間の風越池・尾張旭市の平子
町東の平子上池・滝の水池，エリアⅡは吉根・平池東，
エリアⅢは大森北の東尾張病院・同志段味住宅・同宗教
法人施設前・同シデコブシ湿地・同県有林・尾張旭市霞
ケ丘町北林ノ池，エリアⅣは御膳洞蛭池・大森八龍の新
池・守山環境事業所前・樋口宅，エリアⅤは牛牧の小幡
緑地西園，エリアⅥは大牧町の水道みち緑道・同大牧緑
地西である．なお，小幡緑地本園に生育する個体につい
ては，石原（2014）を参考にされたい．
この調査地域において，2015年2月から9月まで調査
を行った．このうち，3月から7月はマメナシの個体数，
幹周，樹高，環境の実態把握，4月は花柱の数を記録，8
月から9月は果実の種子数を記録した．
生育数の記録に際しては，個体数を正確に把握するた
め，樹高1m以上の個体に名札を付け，株立ちで生育する
個体については，太いものから順に5本まで記録し，こ
れより細いものは記録しなかった．
花柱数の記録では，調査時に花つきの良い株を各エリ
アから選定した．この株から無作為に花を50個採集し，
花柱数を記録した．
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種子数の記録では，花柱数の調査と同じ株から無作為
に果実を50個採集し，種子数を記録した．
なお，御膳洞蛭池は植栽木があり，小木で生え方が整
然としたものなど如何にも植栽らしいものを当会は暫定
基準として，樹高6m未満・幹周30cm未満のものは植栽
とみなし省いた．
また，小幡緑地西園近くの城土町の民地に樹齢50～
60年のマメナシが1株あったが，2014年2月に『家をた
てるのに邪魔になるから何とかしてくれ』と当会に連絡
が入ったため，当会で相談し，小幡緑地管理事務所の了
解をとり，2014年4月3日小幡緑地本園のウンヌケ湿地
（ウンヌケがあるので当会で命名した）に移植しており，
この樹木は，移植木として扱い今回の調査からは除外し
た．

結果
本調査において，135株・232本のマメナシを確認した．
このうち，守山区内では，111株・183本，守山区周辺で
24株・49本を確認した（表1）．小幡緑地本園における調
査（石原，2014）で確認した個体数を合わせると151株・
224本となり，東海3県の自生地に生育するマメナシが，

筆者らの調査では約350株（愛知守山自然の会，未発表）
であることから，守山区だけで3分の1強を有することに
なり，守山区周辺を合わせると，2分の1を有することに
なる．
エリアⅠは合計27株・46本であった（図2）．長廻間の
風越池は9株・12本，尾張旭市平子町東平子上池に1株・
1本，同滝の水池17株33本である．
エリアⅡは合計3株・6本であった（図3）．吉根2株・
3本，平池東は1株3本である．
エリアⅢは合計17株・33本であった（図4）．大森北東
尾張病院は4株・8本，同志段味住宅1株・1本，同宗教
法人施設前1株・1本，同シデコブ湿地1株・2本，同県
有林4株・6本，尾張旭市霞ケ丘町北小幡緑地東園林ノ池
6株・15本である．
エリアⅣは84株・140本であった（図5，6）．御膳洞蛭
池58株・104本，大森八龍新池は22株・32本，同守山環
境事業所前2株・2本，同樋口宅1株・2本である．
エリアⅤは2株・2本であった（図7）．牛牧小幡緑地西
園樹林地1株・1本，駐車場南1株・1本である．
エリアⅥは3株・5本であった（図8）．大牧町水道みち
緑道1株・1本，同大牧緑地西2株・4本である．

図1．守山区周辺マメナシ分布図
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表1．守山区周辺のマメナシ成木調査結果（小幡緑地本園を除く）
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図2．エリアⅠ

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「樋口の森」とは，八竜緑地に隣接する2.3ヘクタールの市民緑地である．樋口さんという方から名古屋市に寄付されたことから「樋
口の森」とした．
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図3．エリアⅡ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図4．エリアⅢ
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図5．エリアⅣ－①

図6．エリアⅣ－②
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図7．エリアⅤ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図8．エリアⅥ
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花柱の数量調査（図9）は，小幡緑地を含め15株で 
行った（表2）．但し，花柱の数量調査について，すべて
のエリアでの調査を試みたものの，エリアⅠ・Ⅱについ
ては花つきが悪かったため除外した結果は1株の花柱の

数量4が1個を除いて，全て2～3個であった．
同様に，同じ個所で，果実の種子数の調査（図10）を
した（表3）．但し，調査対象とした15株のうち結実の悪
い7株については，マメナシ保護を優先して除外した．

図9．花柱の数量調査

生育地 No.

生育地 No.

表2．守山区周辺のマメナシ花柱の数量調査結果

表3．守山区周辺のマメナシ種子の数量調査結果

図10．マメナシの果実の種子数調査
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調査を終えて
1）	 	下志段味長廻間の風越池・尾張旭市平子町東の平子
上池・同滝の水池（エリアⅠ）
風越池は，当会の有志で年2回ほどマメナシ周辺の下
草刈りをしている（図11）．池の東池畔の低湿地帯のササ
原に9株生育している．周囲にコナラの大木があり，日
照は極めて悪い．樹勢が弱く枯れ進む樹もある．実生は
ない．風越池には「風越池を美しくする会」があり，土
手の清掃をしている．今後は，「風越池を美しくする会」
と協働でマメナシの保全ができると良いと考えている．
平子上池池畔のマメナシは孤高の大木である．ササ原
に囲まれているので年１回の調査の折に当会の有志が下
草刈りをする程度である．樹勢は悪くはないが，後継樹
は見当たらない．陽が当たるように周りの樹を間伐・下
草刈りをこまめにすれば後継樹も夢ではない．
滝の水池の南池畔の入り江の右岸のササ原に17株生育
している（図12）．2011年から当会の有志で年に2～3回
ほどマメナシ周辺の下草刈りをしている．当初は，マメ
ナシをノイバラが蔽う状況であったが，4年をかけて環
境を整備してきた．結果，マメナシの樹が見渡せるよう
になった．幼木・実生がたくさん育っている．

2）	 吉根・平池東（エリアⅡ）
吉根のマメナシは，庄内川河畔・民有地の敷地内の道
路脇に2株並んでいる．道路の脇なので車の埃を被るこ
とはあるが，陽はよくあたる．当会の有志で手入れがで
きておらず実生は育っていない．
平池東の池畔に生育しているマメナシ1株は，周りの
樹木に日差しが遮られている．マメナシが良好に生育す
る環境を保つために，当会の有志で周りの樹木を間伐
し，陽をあてる必要がある．

3）	 大森北東尾張病院・同志段味住宅・同宗教法人施設
前・同シデコブ湿地・同県有林・尾張旭市霞ケ丘町北
小幡緑地東園林ノ池（エリアⅢ）
東尾張病院にはマメナシが4株生育している（図13）．
周りに他の樹木もなく日差しが良く当たり，花もよく咲
き，実も大きい．林床はジャノヒゲが生い茂り，実生は
ない．
志段味住宅にあるマメナシ1株はシダレザクラのよう

に枝は横に開出し，小枝は下垂する．県有地の正面脇に
あり，マメナシよりも背が高い樹木が蔽いかぶさってい
るので，陽があたるように当会の有志で間伐をする必要
がある．実生は育っていない．
宗教法人施設前のマメナシ1株は，周りの樹が蔽いか
ぶさっているので，当会の有志で陽があたるよう周りの

図11．エリアⅠ・下志段味長廻間・風越池・保全作業

図12．エリアⅠ・平子町東・滝の水池・保全作業

図13．エリアⅢ・大森北・東尾張病院・マメナシの花
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樹を間伐をする必要がある．実生は育っていない．
シデコブシ湿地は，樹林地に1株だけある．コナラの
樹林地であり，ササが繁茂し，陽当りも悪い．当会の有
志で周りの樹を間伐し，陽をあてる必要がある．林床に
は実生は育っていない．
県有林には4株生育している（図14）．1株を除いて元
気がない．4株はササ原に生育しているが，そのうちの1
株は，樹林地内にあり，陽当りが悪く，枯死寸前である．
幼木・実生は見当たらない．当会の有志による下草刈り
が急務である．
霞ヶ丘町北小幡緑地東園・林ノ池の土手には6株生育
している．グランド側に4株・対岸に2株確認している．
グランド側のマメナシは，コナラなどの大木の陰になる
樹もあるが，樹勢は衰えてはいない．池畔の土手のササ
原に生育している．実生はない．当会の有志でササ原を
刈ることが急務である．対岸の池畔の2株は，マメナシ
の花が咲いている時でないと見つけにくい．マメナシを
他の樹が蔽っているので陽当りが悪い．実生はない．陽
当りを良くするために，当会の有志での周りの樹の間伐
が急務である．

4）	 御膳洞蛭池・大森八龍新池・守山環境事業所前・樋口
宅（エリアⅣ①②）
御膳洞蛭池には58株（植栽を除く）のマメナシが生育
している（図15）．株数では日本一である．しかし，誰
も手をいれていないので下草も伸び放題である．コナラ
などが生い茂り，陽が当たらないマメナシも見受けられ
る．幼木も実生も見当たらない．コナラを間伐して陽を
当てる必要がある．種子は多数みられるが実生や幼木は
皆無である．実生がないのは，過剰な下草刈り・1991年
の暮れから行った護岸整備によって水位が下がったこと
によるかも知れない．いずれにしても公園であるが日本
一のマメナシ林なので知恵を出し合ってこの状況を打開
したい．行政の力を借り，地元で，なんとかしてマメナ
シを保護する方向で会を立ち上げたいと動き始めた．
大森八龍新池周辺には，マメナシが22株生育してい
る．大半のマメナシは，柵内にあり，「水源の森と八竜湿
地を守る会」が管理をしている．木道があるので踏み荒
らすこともなく，陽当りもよく，幼木・実生が沢山育っ
ている．柵外のマメナシも「水源の森と八竜湿地の会」

が手入れをしている．こちらは，幼木・実生は育ってい
ない．
守山環境事業所前には2株のマメナシが生育している．
周りに高い樹があり，陽当りが悪いので大きくなれな
い．幼木・実生は育っていない．樋口宅に1株生育して
いる．陽当りは良いが，花の咲きは悪い．幼木・実生は
育っていない．

5）	 牛牧小幡緑地西園樹林地・駐車場南（エリアⅤ）
小幡緑地西園の樹林地の中にマメナシが1株生育して
いる．周りに常緑樹の高木があり，陽当りは良くない．
光を求めて高くはなったが幹は太くない．幼木・実生は
ない．
駐車場南にマメナシが1株生育している（図16）．コナ
ラが隣接しており，陽当りは良くない．小幡緑地管理事
務所がコナラを間伐してマメナシに陽が当たるようにし
ている．樹勢は悪くはない．2015年の春は花が良く咲い

図14．エリアⅢ・大森北・県有林・マメナシの花

図15．エリアⅣ－①・御膳洞蛭池・マメナシの花
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た．しかし，幼木・実生はない．

6）	 大牧町水道みち緑道・同大牧緑地西（エリアⅥ）
水道みち緑道には，マメナシが1株生育している．隣
にコナラの大木があり陽当りは良くないが，樹勢は悪く
はない．2015年の春は花が良く咲いた．しかし，実生は
ない．
大牧町大牧緑地西には，マメナシが2株生育している

（図17）．市の公園であり，陽当りもよく，整備もされてい
る．樹勢も悪くない．2015年の春は花が良く咲いた．し
かし実生は見当たらない．実生が育ったとしても過剰に
下草刈りを行う結果，刈り取られてしまうことがある．
次世代の樹を育てるためには，行政と打ち合わせをし，
事前点検で実生にマーキングをし，業者の作業に立ち会
いをすれば，少しは実生の刈り取りは防げるかもしれな
い．行政と当会との真摯な打ち合わせが必要である．

7）	 花柱の数量調査と果実の種子数の比較
今回の調査（表2，3）により，マメナシの花柱が2～3
個であることから（芹沢，2003），すべてマメナシである
ことがいえる．花柱数調査と種子数調査を比較すると，
No.103，No.107，No.（1），No.（28）では花柱数が2個が
多いにも関わらず，種子数では3個が多くなっていたが，
この原因が何によるものかはわからない．今年だけのこ
とか，継続することでわかるようになるかもしれない．
継続して調査を行いたい．
また15株のうちNo.7，No.113，No.104，No.109，No.（4），
No.（32），No.（33）の7株で実が少なかった．原因として
は，自家不和合性（向井，2010）のため，花粉の授受が
悪かったのか2015年6月は高温でその後雨が多かったこ
とにより昆虫の発生が少なかったことによるかもしれな
い．

参考
調査をはじめた2011年から2014年の間に自生地のマ
メナシの樹が切られたり枯死をした事実を記録に留める
（図18）．
東尾張病院には，1本双幹の樹があったが，電線に触
れるということで切られてしまったことを2013年2月14
日に確認した．
シデコブシ湿地は，県有林にシデコブシがあることか
ら当会で命名した．ササ原に何株かのマメナシがあった
が，2011年にナラ枯れ伐採時に誤って2株伐採・枯死2
株，2013年11月14日に枯死1株，2014年に枯死1株，合
計6株の枯死や伐採を確認している．
県有林は2013年11月14日に枯死を1株確認している．
小幡緑地東園入口にはマメナシが2株あったが，2011
年2株とも誤伐された．その後，ヒコ生えがでてその後
の生長が期待されたが，ヒコ生えも伐採されてしまった
ことを2014年2月20日に確認した（図19）．
尾張旭市平子にある菊華高校のグランドの駐車場にマ
メナシが1本あった．もともとは樹林地であったが駐車
場にするということで2011年1月切られてしまったこと
を当会の会員が確認．その後，菊華高校の善意で伐根移
植をし，萌芽・ヒコ生えがでているのを2012年9月7日
に確認（図20）し，生長を期待されたが，2013年6月に
枯死を確認した．

図17．エリアⅥ・大牧町・大牧緑地西・マメナシの花

図16．エリアⅤ・牛牧・小幡緑地西園駐車場南・マメナシの花
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この4年間だけでも，誤伐・枯死など10株を越えるマメ
ナシがなくなっている．これ以上減らさないためには，
個体識別ができる樹名板を設置するなど行政との協働が
望まれる．

さいごに
守山区周辺のマメナシを“郷土の宝”として次の世代
に残していくことが，私たち保全をするものの使命であ

る．今後は行政も含めて，みんなで手を取り合って，マメ
ナシなど希少種を守るための仕組みを考えていきたい．

謝辞
本稿をまとめることができたのは，マメナシを保護し
たいという愛知守山自然の会有志の弛まぬ努力の結果で
あり，当会の丹下正良氏および鹿住坦氏・古川則夫氏を
始め，新井恒雄氏らの長年に渡るマメナシの積み重ねの

図18．守山区周辺マメナシの誤伐・枯死の分布図
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図19．小幡緑地東園入口の伐採されたマメナシ 図20．菊華高校グランド駐車場・伐根移植したマメナシ
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実績があったからできたことである．マメナシが縁で繋
がり，保全・調査を通じて支えていただいた方がいたか
らこそここまでくることができた．これも偏に，当会の
有志の皆さん・小幡緑地管理事務所・守山土木事務所・
守山自然ふれあいスクール実行委員会の皆さん・家族な
どのお蔭である．深く感謝する．
大森八龍の柵内のマメナシ調査では，「水源の森と八
竜湿地を守る会」の飯野道彦氏に立ち会っていただきま
した．
また，本稿を発表する機会を与えていただいた「なご
や生物多様性保全活動協議会」の皆さん，また，書き方
の助言をしていただいた「なごや生物多様センター」の
職員の皆さんにお礼を申し上げる．
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